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学校長　様

福岡県学校図書館協議会
会長　原　正和
（大牟田市立宮原中学校長）

令和7年度　福岡県学校図書館研修会の開催について

向暑の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、本協議会では、「自ら読み、自ら学ぶ学校図書館」を研修テーマに、下記のとおり研修会を開催します。
　つきましては、校務御多用の折とは存じますが、貴校　校長、教頭、図書館担当職員、司書教諭、学校司書　の御参加をいただきますよう、御案内申し上げます。

記

１　研修主題	学びを支え、自ら学ぶ学校図書館
２　主催	福岡県学校図書館協議会
３　後援	福岡県教育委員会・福岡市教育委員会・北九州市教育委員会
４　日時	令和7年8月25日（月）13：00～16：15
５　会場	福岡市男女共同参画推進センター・アミカス　４階ホール
　　　　　　　　 　　　　	福岡市南区高宮３－３－１
６　参加者	県SLA関係者20名　参加希望者280名　（計300名程度）
７　スケジュール  
13：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:15
	12:30～13:00
受付

	開会行事
	13：15～14：15
研究委員会報告
	
休憩
	１４：３０～１６：００
講演会
	閉会行事



(1)開会行事（１３：００～１３：１５）
挨　拶　　福岡県学校図書館協議会　　会長　原　正和（大牟田市立宮原中学校長）



(2)令和5年・6年度研究委員会　研究報告（１３：１５～１４：１５）
小学校部会　　学校図書館を生かした授業づくり～学校司書との連携を通して～
中学校部会　　学校図書館活用の推進～学校司書との連携を通して～
高等学校部会　　生徒の実態に応じた図書館利用活性化の取り組み
　　　　　
休　　　憩
(3)講演会（１４：３０～１６：００）
演　題		「　図書館の記憶　」
講　師		　鈴木　結生　氏　第172回芥川賞　受賞
（西南学院大学大学院　外国語学研究科　外国語学専攻修士課程　2年）

※講師紹介※
2001年、福岡県生まれ。福島県育ち。西南学院大学外国語学部在学中の24年に「人にはどれほどの本がいるか」（朝日新聞出版）で林芙美子文学賞佳作。25年、『ゲーテはすべてを言った』（同）で第172回芥川賞を受賞。6月にディケンズをテーマとした受賞第一作『携帯遺産』を刊行。現在、同大学院で英文学を研究している


(4)閉会行事（１６：００～１６：１５）
	挨　拶　福岡県学校図書館協議会　副会長　米倉　佳美（小郡市立三国中学校長）


申込書締切　8月15日
　メールでのみ受付toshokankyogikai@outlook.jp
FAXでの申込は受け付けません。
締め切り前でも定員になりましたら申し込みを締め切ります。
　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□お問合せ先□
　福岡県学校図書館協議会　事務局
福岡市東区箱崎1-41-12
県立図書館内
TEL　（092）645-2233
  toshokankyogikai@outlook.jp
